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お知らせ 12 月

し
め
縄
作
り
体
験
・
参
加
者

募
集
！

■
日
時　

　

12
月
23
日
㈰　

　

午
後
2
時
～
4
時

※
午
後
1
時
30
分
よ
り
周
防
大
島

　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
受
付

■
場
所

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
・
大
ホ
ー

ル
（
平
野
）

■
講
師　

渥
美
秀
春
さ
ん

■
対
象

　

町
内
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
募
集
定
員　

　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　
12
月
21
日
㈮

■
参
加
料　

　

２
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

■
主
催　

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

■
後
援　

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
冬
コ
ー
ス
～

〇
庭
先
で
で
き
る
炭
焼
き
体
験

・
内
容
　

　

土
に
穴
を
掘
り
、
木
を
埋
め
蒸

し
焼
き
に
し
て
炭
を
作
る
作
業

　

炭
の
取
り
出
し
作
業

・
日
時
　

　

平
成
25
年
１
月
17
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

・
場
所
　

　

工
房
ふ
き
の
と
う　

　
（
志
佐
）

・
体
験
料
　

　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数
　
６
～
７
人

・
募
集
締
め
切
り
　
１
月
７
日
㈪

※
簡
単
な
昼
食
あ
り

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

○
茶
が
ゆ
と
み
か
ん
餅
・
紫
い
も

餅
づ
く
り 

・
内
容
　

　

茶
が
ゆ
・
み
か
ん
餅
・
紫
い
も

餅
づ
く
り

・
日
時
　

　

平
成
25
年
1
月
19
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時

・
場
所
　

　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
久
賀
）

・
体
験
料
　

　

１
２
０
０
円

・
受
入
人
数
　
７
人

・
募
集
締
め
切
り
　
1
月
９
日
㈬

○
サ
ザ
エ
飯
づ
く
り

・
内
容
　

　

サ
ザ
エ
を
殻
か
ら
取
り
出
し
、

サ
ザ
エ
ご
飯
を
炊
く

・
日
時
　

　

平
成
25
年
1
月
19
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

・
場
所
　

　

実
施
者
宅
（
西
安
下
庄
）

・
体
験
料
　

　

２
５
０
０
円

・
受
入
人
数
　
６
人

・
募
集
締
め
切
り
　
1
月
９
日
㈬

※
昼
食
あ
り

○
伊
保
田
の
節
分
料
理

・
内
容
　

　
も
ぶ
り
ご
飯
、
い
わ
し
、
こ
ん

に
ゃ
く
を
使
っ
た
節
分
料
理
づ
く

り・
日
時
　

　

平
成
25
年
1
月
25
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

・
場
所
　

　

油
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　

　
（
伊
保
田
）

・
体
験
料
　

　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数
　
10
人

・
募
集
締
め
切
り
　
1
月
15
日
㈫

※
昼
食
あ
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

　

星
野
哲
郎
記
念
館
に
お
い
て
、
12
月
27
日
㈭
～
平
成
25
年
２
月
26

日
㈫
の
約
２
か
月
間
、「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」、「
矢
切
り
の
渡
し
」

等
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
み
、
星
野
氏
が
生
涯
の
師
匠
と
仰
い
だ

広
島
県
大
竹
市
出
身
の
作
詞
家　

石
本
美
由
起
氏
の
業
績
を
回
顧
し

た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

石
本
氏
は
、
３
８
０
０
曲
を
超
え
る
作
品
を
手
が
け
て
お
り
、
そ

の
作
品
の
多
く
は
時
代
を
超
え
て
、
今
で
も
多
く
の
人
々
に
愛
唱
さ

れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

作
風
の
異
な
る
師
弟
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
共
に
持
ち
合
わ
せ
て

い
た
穏
や
か
な
人
柄
は
、
あ
る
い
は
瀬
戸
内
に
特
有
な
風
光
を
そ
れ

ぞ
れ
に
体
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
幅
広
い
石

本
氏
の
作
品
を
一
概
に
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
作
品
の
そ
こ

か
し
こ
に
残
光
し
て
い
る
故
郷
・
瀬
戸
内
の
面
影
が
作
品
の
魅
力
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
本
展
示
に
お
い
て
も
、

そ
の
部
分
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
企
画
展
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
度
の
企
画
展
で
は
、
12
月
13
日
に
開
港
し
た
岩
国
錦

帯
橋
空
港
を
記
念
し
て
、
入
館
料
の
割
引
き
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
、
帰
省
さ
れ
た
ご
家
族
の
方
々
と
ご
一
緒
に
星
野
哲

郎
記
念
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
◆
問
い
合
わ
せ

　
　

星
野
哲
郎
記
念
館　

　
　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
３
６
５

　
　

商
工
観
光
課　
　
　

　
　

公
共
施
設
管
理
班

　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

〝 

星
野
哲
郎
記
念
館
　
新
春
特
別
企
画
展 

〟

　
岩
国
錦
帯
橋
空
港
開
港
記
念

　『
石
本
美
由
起
先
生
を
偲
ぶ
企
画
展
』

　
～ 

瀬
戸
内
に
つ
な
ぐ
詩(

う
た)

心 

～
　
開
催


